
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和７年 1２月１日 

 

12月に入り、寒さとともに感染症が増えてきました。市内で感染症が流行し、本校でも学

級閉鎖が出ています。寒さや疲れがたまると免疫力が下がり、感染症にかかりやすくなりま

す。手洗い・うがい・換気などの予防に加え、早寝早起きや十分な休息で、身体の「守る力」

をしっかり保っていきましょう。一人ひとりの行動が学校全体の健康につながります。 

裏面は２年生の「がん教育講演会」についてです。是非ご覧ください。 

１２月の安全目標 

冬休みの安全な生活について考えよう 

１２月の保健目標 

かぜ・インフルエンザを予防しよう 

＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

保健委員会を中心にエイズについての啓発活動を行い、１２月２日（火）

にレッドリボンを全校で付けて過ごす予定です。 

レッドリボンは、「エイズに関して偏見や差別をもたない、ＨＩＶ患者・

エイズ患者の方々を理解し、支援していきます。」ということを意味して

います。この機会に、エイズについて考えて予防するとともに、差別、偏

見をもたない行動をとってほしいと思います。 

 
～歯と口の健康教室～ 

日時：令和７年 1２月 10日（水） 

対象：第 1学年 

講師：歯科衛生士      さん 

子ども家庭課     さん 

さん 

               さん 

場所：各教室 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２７日（木）に茨城がん体験談スピーカーバンクの志賀俊彦さんをお招きし、２年生を

対象に「がん教育講演会」を開催しました。志賀さんの前向きな姿勢や諦めないという思いか

ら、がんと向き合う方々への誤解や偏見をなくすことができ、自他の健康や命の大切さ、互いに

支え合うことの大切さを考えることができました。また、「大切な人ががんになったら」というテ

ーマでグループワークを行い、生徒からは、「寄りそってあげる」「話を聞く」「お見舞いに行く」

「がんについて調べる」「普段通りに接する」など、たくさんの意見が出ました。 

講演の内容 

〇がんについての基本的な知識        〇がん発覚時と告知時の心境とその後の行動 

〇治療中に辛かったことや楽しかったこと 〇がんになって気づいたこと 

〇がん患者への接し方（グループワーク） 

タバコを吸っている人はがんになるリスクが高くな

るから、将来タバコやお酒はやめようと思います。 
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がんの学習は健康な生活に重要だ
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将来、がん検診を受けようと思う
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家族や身近な人が健康であってほしい
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日頃から健康な体づくりに取り組む
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 がんは誰でもなる可能性のある病気であるが、日頃

の生活習慣を見直すことで予防できるがんもあること

が分かりました。家族と一緒にがんに対して正しい知

識を身に付けていきたいと思いました。 

 がんになったら亡くなってしまったり、仕事や運動

ができなくなったりしてしまうと思っていたが、今日

の話を聞いて、がんを治せば仕事や運動も今まで通り

できるようになると分かった。 

がんはとても怖い病気だと思っていたけど、志賀先

生の話を聞き、考えが変わりました。もし家族や友達な

ど大切な人ががんになったら、不安にさせないように

優しく寄り添ってあげられるようにしたいです。また、

がんについて正しい知識をもち、自分ががんになった

時や周りの人のために役立てるようにしたいです。そ

して、自分の命を大切にし、家族に感謝したり、色々な

ことにチャレンジしたりしていきたいです。 

がんは年齢とともにかかる可能性が高くなり、２人

に１人が生涯に一度はがんになると聞いて驚いた。し

かし、がんは予防できるものもあり、がんに対して正し

い知識を身に付けておくことが大切だと分かった。 

がんになったら絶対に治らないと思っていたけど、

早期発見をすることで早く治るということを知った。

自分の周りでがんになった人がいたら、がんになった

と思わせないくらい明るく接してあげようと思った。 

志賀先生がなった肝臓がんのステージ４の５年後

の生存率は 2.8％だと知り、驚いた。諦めなければ生

きられるのだと思った。 

 

がんになっても悪いことばかりではなく、人との交

流も増えたり色々な経験をしたりできることも分か

った。家族に今日学んだことを話して、がんについて

意識を高めていきたい。 

 自分もがんにならないために、生活習慣の見直しや

ワクチンの接種、大人になったら定期的ながん検診を

するなどして予防していきたいと思います。 

 がんになると亡くなってしまう病気だというイメー

ジがありましたが、早期発見すると治る可能性もある

ことが分かって安心した。大人になったら必ずがん検

診を受けたいと思います。 

もし身近な人ががんになったら、お見舞いに行った

り、たくさん話をしたりして少しでも元気を与えられ

るようにしたい。 

自分もがんになってしまう可能性があるので、がん

についてよく知り、正しい判断ができるようにした

い。そして周りの人ががんになってしまったときに、

力になれるようにしたい。 

 お酒やタバコを吸わなければがんにならないと思っ

ていたけど、誰でもなる可能性があると聞いて驚いた。

もし大切な人ががんになってしまったら、焦らず慌て

ず諦めず、いつも通りに接していきたい。 

 

がんには原因のわかるものとわからないものがあ

り、どの年齢でもなる可能性があることが怖いと思い

ました。もし自分や友達、家族ががんになってしまっ

たら、前向きに、今自分に何ができるのかを考えて治

療に協力していきたいです。 

自分や家族、親しい人ががんになった時に備え、が

んに対する知識を自分で調べて身に付けたいです。 

がんを治療し、再発してまた治療するというのはと

ても辛いことで、治った今も少しでも体調が悪いと不

安になるというのが怖いなと思いました。今健康に生

きられているのは、とても幸せなことなのだと思いま

した。これから大人になっても、がんについて正しく知

り、自分や大切な人とがんを防いでいきたいです。 

 
 がんの治療は手術だけではなく、放射線治療や薬物

治療など、一つではないのだと知った。 


